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5月l日現)

642 

2，501 

1，254 

(S. 50 

世帯数

人

男

て
、
そ
の
影
響
は
こ
の
小
さ
な
村
に
も
一
問
題
等
、
身
近
な
多
く
の
難
聞
が
ご
ざ

受

け

て

お

り

ま

す

。

一

い

ま

す

。

住
民
の
生
活
共
ど
も
に
、
今
一
段
の
節
一
幸
い
本
年
度
は
、
二
次
の
林
業
構
造

約
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
期
と
思
い
一
改
善
事
業
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
・
に
な

任
期
満
了
に
伴
う
村
長
、
村
議
選
挙
一
村
民
各
位
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
よ
一
ま
す
。
一
り
、
さ
ら
に
近
々
に
は
、
振
興
山
村
の

一
の
投
票
が
、
去
る
四
月
二
十
七
日
に
行
一
り
ま
し
て
、
三
度
の
栄
が
得
ら
れ
ま
し
一
ど
っ
か
皆
さ
ん
の
村
政
に
対
す
る
、
一
二
次
指
定
も
確
実
と
な
り
ま
し

j
フ

一
な
わ
れ
、
書
室
が
九
六
・
四
三
%
、
一
た
事
に
対
し
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
王
じ
い
世
論
を
得
る
た
め
に
も
、
主
一
個
人
的
感
情
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ

(
有
権
者
一
、
六
八
二
人
)
と
い
う
高
い
一
強
く
感
じ
で
お
り
ま
す
。
一
付
き
の
点
は
ご
遠
慮
な
く
、
ど
し
ど
し
一
と
な
く
、
人
一
倍
の
努
力
あ
っ
て
こ
そ

一
変
重
で
あ
っ
た
。
一
今
回
の
選
挙
で
村
民
か
ら
与
え
ら
れ
一
ご
助
言
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
こ
の
機
会
一
そ
の
成
果
は
、
上
が
る
も
の
と
考
え
ま

「
酢
立
主
主
一
一
期
日
の
抱
負
一
ま
し
た
こ
の
重
言
、
私
の
生
涯
に
と
一
を
か
り
で
お
願
い
致
し
て
お
き
ま
す
。
一
す
。
¥
{

一
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
o

一
っ
て
一
番
働
き
甲
斐
の
あ
る
時
と
心
得
一
行
政
に
は
、
こ
れ
で
終
り
と
い
う
時
一
ど
う
か
み
な
さ
ん
、
自
分
の
キ
は
白

一

一

今

日

ま

で

の

経

験

の

上

に

立

っ

て

、

新

一

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

一

分

遠

の

手

で

盛

1
あ
げ
て
行
こ
う
で
は

一

ご

め

い

さ

つ

一

い

時

間

関

ド

見

守

努

力

一

は

刊

日

日

目

録

問

料

ヰ

め

山

H
ぷ

ド

が

ら

抱

負

の

函

を

一

一

没

学

非

才

な

者

で

あ

り

ま

す

が

、

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

が

、

と

か

く

目

先

の

一

申

ιあ
げ
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

一

F

綾
F
温
一
い
い
わ
川
に
し
て
新
人
の
村
議
会
議
員
一
消
費
的
な
補
助
を
行
な
え
ば
、
み
な
さ
一
ま
す

一

議

崎

議

議

J
b

巨
一
各
位
も
ぎ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
一
ん
に
は
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
け
れ
ど
も

I
H
i
l
l
-
-

一
縦
一
二
議
磯
機
臨
一
の
で
、
査
に
職
務
と
責
任
を
尊
重
し
て
か
し
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、
ヱ

一

誠

一

一

ai--誌
幣

長

一

合

い

、

村

民

の

ご

理

解

あ

る

ご

支

援

を

一

孫

の

た

め

に

価

値

の

あ

る

資

産

を

作

り

一

ー

す

一

i
-

総

理

村

一

仰

ぎ

た

い

と

存

じ

ま

す

。

一

譲

っ

て

ゆ

く

こ

と

こ

そ

、

そ

の

時

代

に

一

工

寝

間

t
d

一

一

な

お

、

昨

年

要

望

の

あ

り

ま

し

た

、

一

生

き

る

人

間

の

役

目

で

は

な

い

で

し

ょ

一

A
帥

M

1

5

つ

一

五

月

は

男

性

の

月

と

い

わ

れ

て

お

り

一

本

村

議

対

策

の

後

期

五

ヶ

年

計

画

案

一

う

か

。

一

C

3て

j
固
ま
す
よ
う
に
、
新
緑
の
若
木
が
い
っ
せ
一
に
基
き
、
国
お
よ
び
県
の
援
助
に
最
大
一
村
の
面
積
が
ふ
え
る
は
ず
は
ご
ざ
い
一
制
打
'

い
に
力
強
く
、
伸
ぴ
ん
と
し
て
お
り
ま
百
の
要
請
を
図
り
、
調
和
の
と
れ
た
竺
ま
せ
ん
。
又
、
大
企
業
の
誘
致
が
可
能
一
四
国
協
裂

す

。

一

域

開

発

の

た

め

、

最

善

の

方

法

を

試

み

一

な

条

件

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

一

M
M判

官

斜

こ
の
度
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
祖
先
よ
り
受
け
継
い
だ
、
こ
の
限
ら
れ
一
四
国
み
絹
J

格
別
な
る
ご
配
意
を
賜
り
哀
心
よ
り
厚
一
私
も
微
カ
な
が
ら
精
一
杯
の
努
力
を
一
た
財
産
に
よ
っ
て
、
一
戸
で
も
多
く
の
一
品
品
{
闘
興

く
わ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
発
揮
し
て
、
悔
の
な
い
仕
事
に
迫
進
し
、
一
人
が
安
世
で
き
る
よ
う
、
我
々
は
努
力
一
河
内
?
}

私
の
現
在
の
気
持
は
「
み
な
さ
ん
本
一
な
主
層
、
み
な
さ
ん
の
信
頼
に
答
え
一
す
る
事
が
つ
と
め
だ
と
思
い
ま
す
。
一
瞬
鵠
w

p

員

9

0
伊
人

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
己
こ
一
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
一
今
日
の
わ
が
村
に
は
、
生
活
の
環
境
一
時
吋

!
3
J
子

{

の
一
語
に
尽
き
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
来
、
わ
が
国
は
不
況
下
に
あ
二
農
林
業
の
近
代
化
対
策
、
義
務
教
育
の
一
櫨
盟
柄
引

4

4

凶
削
記

田
町

Ez--Ez---z-5=zzmZ
『
三
玉
川
事

J

ウ
噌
臨
且
切
っ

3・

白

ム

古

川

駅

廿

2
1決

川

斗

当

行

?

し

翼

品

川
坊
の
;
理
監

抗
ム
日
制
鴨

川
年

4

川

今

錨

，
今
年
度
は
特
に
地
方
選
挙
も
あ
り
、

川
新
し
い
方
針
、
変
っ
た
感
覚
で
の
取
り

州
組
み
方
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後

川
の
補
正
予
算
等
で
肉
づ
け
し
て
い
く
、

内
一
般
に
骨
格
予
算
と
い
わ
れ
る
組
み
方

に
な
っ
て
い
ま
す
。

本す

4盆』
τ軍事ミ

る

お

@ 

/¥ミか

不
用
品
の
交

(1)昭和50年 5月15日発行

去
る
四
月
十
五
日
、
婦
人
会
に
よ
っ

て
不
用
品
交
換
会
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
婦
人
学
級
の
中
で
「
く
ら
し
を

み
な
お
す
方
法
と
し
て
、
各
家
庭
の
タ

ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
品
物
を
、
お
互
い

に
安
い
値
段
で
交
換
し
て
見
ょ
う
己
と

い
う
活
発
な
意
見
が
出
で
、
こ
れ
が
実

践
に
う
つ
さ
れ
た
も
の
。

こ
の
催
し
、
な
か
/
¥
好
評
で
あ
勺

た
た
め
、
今
秋
聞
か
れ
る
文
化
祭
(
十

一
月
三
日
)
の
時
に
も
っ
と
輪
を
広
げ

て
、
多
く
の
人
々
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
、
婦
人
会
で
は
ハ

リ
キ
ッ
テ
い
る
様
子
・
:
:
:
:
。

1，247 子女

(S. 45. 10月現)

718 

2，810 

756 

3，599 

H

各
会
計
の
内
訳
H

六
億
余
り
の
総
予
算
は
‘
そ
れ
ぞ
れ

次
の
よ
う
な
会
計
に
分
れ
て
組
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

(S. 40. 10月現)

世帯数

人

世帯数

人 口

口
簡
易
水
道
会
計

四
O
二
千
円

国
民
健
康
保
険
直
診
会
計
五
一
、
四
三
二
千
円

国
民
健
康
保
険
事
警
計
八
八
、
七
三
七
千
円

般

A

山
富

『
宇

i
z--悶

直
接
、
住
民
の
福
祉
な
ど
に
つ
な
が
る
一
般
会
計
の
収

入
は
、
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
収
入
を
財
源
と
し
て
、
お
も
な
歳
出
は

次
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

78 
%' 館費2，485

0.48% 

民

一
闘
の
ぶ
れ

1

議

長

に

森

川

氏

|

改
選
後
の
初
議
会
が
十
日
に
招
集
さ

れ
、
正
副
議
長
、
常
任
委
員
会
の
各
委

員
が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
森
川
重
生
(
四
九
才
)
当
四

副
議
長
中
野
保
男
(
六
一
才
)
当
三

@
総
務
民
教
委
員
会

委
員
長
松
尾
正
夫
(
六
七
才
)
当
三

副
委
員
長
花
岡
新
蔵
(
五
九
才
)
当
三

委

向

井

保

(

五

一

才

)

当

二

北
川
照
正
(
四
八
才
)
新

'l 員

。

母
校
だ
よ
り

み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

み
な
さ
ん
が
職
場
に
つ
い
て
、
も
う
一

ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
春
は
去

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
父
、
母
に
、
そ

し
て
村
の
人
々
に
励
ま
さ
れ
て
出
て
行

っ
た
の
で
す
が
、
現
実
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

泣
い
て
も
、
笑
っ
て
も
君
の
そ
の
職

場
が
た
だ
一
つ
の
現
実
で
す
。

逃
げ
れ
ば
敗
北
で
す
。
他
の
職
場
に
か

わ
る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
、
そ
れ

は
精
神
的
敗
北
で
す
。

「
我
に
七
難
八
苦
弁
与
え
給
え
己
と
三

日
月
に
祈
っ
た
の
は
尼
子
十
勇
士
の
一

人
、
山
中
鹿
之
介
で
す
。

「
何
を
言
っ
て
い
る
、
私
の
こ
の
苦
し

み
が
わ
か
る
も
の
か
己
と
も
す
れ
ば
そ

ん
な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す
。

君
達
よ
り
、
も
っ
と
苦
し
い
生
活
に

あ
っ
て
も
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
耐
え
て

い
る
人
も
あ
る
の
で
す
。
自
分
だ
け
と

は甲山
T
7
ま
い
。

さ
ら
に
又
、
故
郷
を
思
え
。
君
が
初

め
て
現
実
の
社
会
に
出
て
、
親
の
苦
労

が
し
み
じ
み
わ
か
る
。
故
郷
に
あ
る
父
、

母
を
思
え
。

今
は
家
庭
訪
問
の
季
節
で
も
あ
る
。

茶
に
添
え
て
豆
い
り
が
出
る
、
緑
の
谷

間
に
鯉
の
ぼ
り
が
立
つ
。

風
燕
る
五
月
、
男
の
節
句
の
時
な
の

だ
、
た
だ
女
々
し
く
涙
す
ま
い
。
た
だ

思
え
、
人
の
岡
崎
を
。

富
永
万
作
(
六
二
才
)
新

中
野
保
男
(
六
一
才
V

当
三

⑮
産
業
建
設
委
員
会

委
員
長
上
久
保
泰
男
(
六
六
才
)
当
二

副
委
員
長
山
田
選
膨
(
四
六
才
)
当
四

委
員
五
頭
安
太
郎
(
六
八
才
)
再

藤
田
藤
好
(
四
六
才
)
新

稲
森
雅
生
(
四
八
才
)
新

森
川
重
生
(
四
九
才
)
当
四

" 
今

今

dシ

巧〉

ク

今

ク

'l 

。

の
み
悲
喜
ん
へ

と
こ
ろ
で
学
校
で
す
が
、
今
年
度
は

過
に
一
度
の
生
徒
会
朝
礼
も
始
ま
っ
て

生
徒
会
の
役
員
が
次
々
と
発
表
L
て
い

ま
す
。階

段
の
踊
り
場
に
は
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
と
い
っ
て
、
モ
ノ
サ
シ
、
マ
ジ
ッ

ク
、
ハ
サ
ミ
な
ど
が
置
か
れ
、
だ
れ
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
プ
ー
ル
も
水
を
抜

い
て
、
土
砂
を
除
く
ば
か
り
と
い
う
工

事
状
況
で
す
。

玄
関
前
の
庭
園
に
も
か
わ
い
い
あ
せ
び

の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

先
生
方
も
み
ん
な
元
気
で
す
。

休
日
は
い
か
が
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

わ
ず
か
に
、
体
力
が
残
っ
て
い
れ
ば
、

図
童
霜
を
た
ず
ね
よ
う
。
史
蹟
を
た
ず

ね
よ
う
。

公
園
を
歩
こ
う
。
田
舎
に
は
な
い
知

性
と
合
理
性
が
都
会
に
は
あ
る
も
の
で

す
。
異
郷
の
知
恵
を
少
し
で
も
我
が
も

の
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

最
後
に
も
う
一
度
、
職
業
の
意
義
を

考
え
て
お
こ
う
。

て
生
計
の
た
め
。

二
、
自
己
を
完
成
す
る
た
め
。

三
、
社
会
の
た
め
。

習
っ
た
理
論
を
実
践
す
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
自
覚
、
実
践
、
反
省
は
母
校
の
校

訓
で
す
。

わ
別
れ
に
み
な
さ
ん
の
憧
康
と
安
全

を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

立
派
な
社
会
人
へ
と
進
ん
で
下
さ
い
。

先
年
、
国
鉄
パ
ス
鹿
野

川
駅
長
さ
ん
が
「
こ
れ
見

な
は
い
や
、
感
心
で
し
ょ

う
」
ど
、
枯
枝
の
先
に
つ

け
た
、
小
鳥
の
巣
を
見
せ

ら
れ
た
。

私
も
全
く
感
心
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
の
セ
ン
イ
を
巧

み
に
使
っ
て
木
に
ま
き
つ

け
、
ほ
か
の
も
の
も
交
え

て
、
文
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
作
り
方

を
し
で
い
る
。
人
間
様
は
、
わ
が
巣
、

家
を
造
る
の
に
、
お
よ
そ
一
代
か
か
る
。

し
か
も
、
自
分
で
は
造
れ
ず
、
人
様

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
伊

最
近
、
河
辺
も
新
築
ブ
l
ム
で
、
あ

る
部
落
で
は
、
小
半
数
が
現
代
的
な
新

家
屋
と
な
っ
て
、
立
派
で
あ
る
。

こ
れ
皆
大
工
と
い
う
他
人
の
作
。

万
物
の
霊
長
た
る
人
間
様
は
馬
鹿
な

の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
「
わ

が
建
で
る
な
ど
、
暇
と
金
が
わ
し
い
ワ

イ
」
と
、
お
っ
し
ゃ
る
。

な
る
ほ
と
、
人
間
様
は
賢
明
で
ご
ざ

る
。
モ
チ
は
餅
屋
へ
、
と
い
う
の
が
経

済
的
な
の
だ
。

人
間
世
界
は
日
進
日
新
な
の
に
、
鳥

獣
世
界
は
千
年
一
歩
も
進
ま
な
い
。

人
間
世
界
は
、
分
業
文
化
を
世
界
的

に
拡
げ
、
相
互
扶
助
の
態
勢
を
確
立
し

た
。
試
み
に
お
互
い
が
、
身
に
つ
け
て

い
る
持
物
、
衣
服
等
を
考
え
て
み
よ
う
。

そ
の
第
一
次
生
産
は
、
諸
外
国
民
の
手

に
な
る
も
の
ま
で
あ
る
。

人
間
も
動
物
も
、
集
団
生
活
を
す
る

本
性
を
持
っ
て
い
る
。

λ
鋼
一
連
帯
の
上
に
文
化
生
活
を
満
足

さ
せ
う
る
、
人
間
本
来
の
姿
な
の
で
あ

る。
又
、
ャ
ソ
教
も
日
本
神
道
も
、
人
類
は

皆
同
胞
(
兄
弟
)
だ
と
説
い
て
い
る
。

人
類
は
相
互
に
助
け
合
い
、
天
の
も
と

皆
、
一
家
族
、
兄
弟
だ
、
と
の
観
念
に

徹
し
て
、
平
和
世
界
を
維
持
す
る
こ
と

が
、
人
間
本
来
の
悲
願
で
あ
り
、
人
間

の
向
上
本
能
・
意
欲
の
本
能
を
、
満
足

せ
し
め
う
る
。

こ
の
人
聞
の
本
当
の
姿
を
ま
げ
る
も

の
は
、
戦
争
で
あ
る
。

戦
争
は
人
類
の
病
め
る
姿
で
あ
る
。

総
て
の
入
類
が
、
身
心
と
も
に
、
健

全
で
あ
る
よ
う
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

(N) 

t~ 
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せ

な

か

を

ま

が

っ

て

み

た

牛

鬼

の

方

は

、

ィ

ッ

カ

ナ

、

タ

ジ

一

一

律

茸

の

鉄

火

味

噌

川

市

千

ら

く

に

な

ん

よ

う

な

を

一

市

舟

山

田

祖

先

に

、

重

衛

門

と

い

う

る

。

「

上

の

岩

ト

が

お

ち

て

、

ヅ

ン

ら

岩

ト

の

よ

う

な

固

い

皮

で

、

ガ

イ

ロ

か

ん

。

劃

(

ゴ

マ

油

・

椎

茸

の

線

切

・

シ

ョ

:

め

ら

れ

る

こ

と

は

少

な

い

が

、

一

盟

、

、

」

体

格

の

よ

い

、

ガ

イ

な

カ

ド

ル

よ

う

に

み

え

る

の

か

な

」

と

も

ナ

(

デ

コ

ボ

コ

)

に

な

っ

と

っ

た

と

い

平

気

の

平

座

で

、

オ

ノ

レ

耳

の

葉

一

一

ウ

ガ

の

み

り

ん

切

り

・

白

ご

ま

・

ほ

め

ら

れ

る

と

な

ん

と

も

い

え

な

い

一

柑
料
開
持
ち
の
男
が
い
た
と
い
う

F

思

っ

た

。

松

明

を

時

つ

け

て

、

ょ

う

う

わ

い

。

を

チ

イ

ト

イ

ゴ

カ

し

て

の

う

グ

訓

砂

糖

)

よ

い

気

持

ち

に

な

る

。

そ

ん

な

時

は

、

一

一
回
二
あ
る
時
、
用
件
が
あ
っ
み
る
と
、
こ
り
や
ど
う
じ
ゃ
、
大
け
婁
衛
門
は
、
不
断
ニ
ヤ
気
の
エ
l

ン

ジ

ャ

リ

、

グ

ン

ジ

ャ

リ

や

っ

と

っ

「

お

か

あ

さ

ん

で

、

ほ

ん

と

に

い

い

人

「

立

闘

で

、

現

在

自

警

さ

J
l
i
l
i
-
-
i
i
j
i
l
l
i
j
た

ゲ

ナ

、

そ

こ

で

、

需

品

川

叩

警

の

シ

ョ

ウ

ガ

煮

だ

な

あ

。

い

つ

ま

で

も

長

生

き

を

し

一

一

間

γ
全

行

っ

て

帰

る

途

中

市

dpbう
つ

童

露

開

場

引

か

な

奴

ジ

ヤ

ツ

タ

ン

で

、

ダ

ン

ピ

ラ

一

一

(

警

の

線

切

シ

ョ

ウ

ガ

の

み

て

、

ゴ

ツ

ゴ

ツ

し

た

季

、

い

つ

ま

で

一

一

需

の

の

こ

と

で

あ

る

。

重

衛

門

事

λ
ま
L
事

」

4
d盟
鱒

鰐

瞬

間

(

に

手

を

か

け

て

、

「

の

か

ん

か

、

の

川

じ

ん

切

り

・

話

器

・

砂

糖

)

も

仕

事

に

は

げ

ん

で

ほ

し

い

と

思

う

。

一

一

宮
ぺ
は
、
夕
飯
を
す
ま
し
て
出

j
十
十

j
i
i
J
!十
)
仁
ト

!
)
l
i
-
-
か

に

や

切

る

ぞ

、

の

け

っ

」

と

、

ゃ

一

一

団

花

か

つ

を

の

で

ん

ぷ

五

月

十

一

日

は

、

宮

日

だ

。

町

一

一

市

長

」

か

け

た

と

い

う

か

ら

、

夜

皐

鬼

じ

ゃ

っ

た

ゲ

ナ

。

号

、

口

も

少

な

か

っ

た

が

、

立

っ

た

ん

じ

ゃ

、

ゲ

ナ

が

、

の

か

ん

で

川

(

花

か

つ

を

白

ご

ま

醤

干

の

日

に

は

、

ど

う

か

ゆ

勺

く

り

と

休

一

帯

お

そ

く

で

は

な

か

っ

た

ら

牛

鬼

は

、

雪

道

川

の

方

へ

む

カ

ん

な

る

と

、

ゲ

1
2か
ら

を

出

の

う

、

い

き

な

り

牛

鬼

の

方

へ

近

ヰ

ん

で

ほ

し

い

。

堂

、

で

き

る

だ

二

一

F

し
L
o

け

て

牛

の

二

度

が

み

と

い

う

や

っ

す

男

と

し

て

、

皆

も

知

っ

と

っ

た

ゲ

っ

て

、

グ

ン

ジ

ャ

リ

、

グ

ン

ジ

ャ

リ

し

叫

)

破

糖

)

の

こ

と

を

し

て

あ

げ

て

、

働

き

者

の

一

耐

震

門

司

わ

が

家

近

を

や

っ

と

っ

た

ゲ

ナ

ワ

イ

o

角

は

一

ナ

が

、

ィ

ッ

ツ

ヶ

、

獅

子

切

り

の

ダ

よ

る

あ

ご

を

け

っ

と

ば

し

た

。

一

一

倍

す

ハ

リ

漬

け

お

か

あ

さ

ん

を

少

し

で

み

ま

せ

て

一

帯
る
く
ま
で
帰
っ
た
、
も
う
、
百
本
で
、
三
尺
(
一
米
)
も
あ
り
、
根
ン
ピ
ラ
と
い
う
、
耳
の
巾
の
ミ
ゾ
イ
|
次
号
へ
つ
づ
く
l
川

(

切

干

大

平

ニ

ン

ニ

ク

醤

油

あ

げ

た

い

と

思

っ

て

い

る

c

一一

冊

2
1

米
ほ
ど
の
所
で
あ
っ
た
ο

も

と

に

な

り

次

第

に

太

い

、

ラ

ツ

シ

(

短

か

い

)

や

つ

を

要

こ

さ

し

て

ミ

(

舌

の

是

喜

一

一

酢

・

臨

・

砂

糖

少

々

)

僕

の

大

事

な

お

か

あ

さ

ん

。

一

昔

、

H

l

L

言

f
i

官

百

才

で

も

二

百

才

で

も

長

生

き

し

T

号

一

一

二

ゐ

そ

こ

は

、

路

も

チ

イ

ト

は

も

な

い

や

つ

で

、

足

は

巾

が

一

尺

(

三

た

ゲ

ナ

が

、

糞

度

胸

の

す

わ

っ

た

男

丸

橋

渡

・

高

橋

武

夫

さ

ん

)

官

保

存

食

に

生

野

菜

を

か

な

ら

ず

盛

て

下

さ

い

。

僕

に

と

っ

て

お

か

あ

さ

一

一

8
一
一
一
広
い
、
小
な
る
み
の
と
こ

O
糎

)

ほ

ど

も

あ

り

、

日

は

菓

子

盆

で

、

物

に

や

イ

ッ

カ

ナ

、

タ

マ

ゲ

ル

村

誌

編

纂

委

員

一

一

合

わ

せ

、

そ

の

他

ス

ピ

ー

ド

料

理

ん

ι神
様

な

の

ぞ

か

ら

。

一

一

1
1
=
Z
E
-
-

ぺ

ろ

で

、

路

の

は

た

刊

行

週

一

時

一

一

一

A
f
H日
一
時
一
一
一
一
い
り
し
し
一
討
作
九
れ
れ
回
一
一
一
一
一
一
一
間

H
i
l
a
-
i当

開

問

を

く

み

合

わ

す

。

す

作の

襲撃

す
る
。
七
月
頃
産
卵
場
所
を
見
つ
け
、

捕
殺
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、
産

卵
予
防
に
六
月
上
中
旬
頃
、
塗
布
剤
を

塗
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。

一
二
、
夏
肥
の
施
用

夏
肥
は
果
実
の
太
り
を
よ
く
す
る
肥

料
で
、
六
月
下
旬
に
高
度
化
成
を
、
二

十
J
三
十
キ
ロ
を
施
用
す
る
と
よ
い
。

(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
)

ー
農
繁
期
の

献
立
に

工
夫
を
|

写亀⑧ 

?肖

自臨
関
井
恵
美
子

芽
吹
き
た
る
ツ
ツ
ジ
の
小
鉢
春
日
宅
す

玄
関
に
お
き
て
日
々
に
た
の
し
む

五
十
雨
て
蕗
笥
野
山
仁
伸
び

春
の
味
覚
を
夕
食
に
愛
で
ぬ名

本

勅

滋

峰
谷
を
木
々
と
り
ど
り
の
色
な
工
て

椎
の
木
の
花
白
く
目
だ
て
り

理
科
室
の
裏
せ
ど
に
あ
り
ア
カ
シ
ヤ
の

花
つ
つ
ま
し
き
自
の
た
れ
ふ
さ

河
本
キ
ヨ
カ

五
年
振
り
か
君
に
逢
い
た
り
検
審
会
に

姑
に
な
り
し
を
と
も
に
語
れ
り

四
十
九
日
明
け
し
す
ぐ
あ
と
飾
る
な
り

父
親
の
な
き
孫
の
初
雛

清

水

菊

江

菌
入
れ
も
漸
く
す
み
し
ひ
る
さ
が
り

っ
か
れ
を
さ
そ
う
松
虫
の
声

晴
れ
の
A
7
朝
よ
吾
子
の
ふ
と
ん
を
干
し

つ
つ
も

¥
1ノ
無
事
を
祈
り
て
帰
る
日
を
ま
つ

ヘ
富
山
岨
J

船

田

正

路

き
ん
、
ぎ
よ
え
l
い
き
ん
、
ぎ
ょ

l
b

こ
え
火
E
め
い
に
こ
だ
ま
し
て

わ
が
や
ま
里
の
夏
を
呼
ぶ
な
り

日
に
い
く
ど
か
エ
ピ
、
不
の
鉢
の
ま
え
に

み~+つ

わ
が
最
良
の
と
き
を
楽
し
む上

林
ヨ
シ
子

週
に
一
度
の
訪
問
た
の
し
み
待
っ
と
言

、F
「
/

老
婆
は
長
く
一
人
住
み
い
て

E
3
Z
5
1
)
，F

，E

呆
し
げ
に
語
る
老
婆
の

り
り
紅
の
さ
し
い
て

至自

q
u
同
月
唱
』
口
同

5
月
間
日

(
出
生
)
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

川

崎

父

恒

義

児

玉

健

二

横

山

。

武

敏

宗

野

三

郎

中

居

母

鰍

二

宮

光

神

納

父

福

美

土

居

千

鶴

子

百

合

谷

ク

正

寿

大

森

誠

大

成

。

恒

幸

田

中

孝

幸

大

成

。

房

道

富

永

美

佐

(
結
婚
)
末
な
が
く
お
幸
せ
に
グ

田
中
弘
(
川
崎
)

西
山
ユ
リ
子
(
内
子
町
)

渡
部
機
若
(
植
松
)

藤
原
紀
子
(
五
十
崎
町
)

(
苑
亡
)
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

坂

本

石

田

健

(

六

O
才
)

国
木
増
本
ゲ
ン
(
八

O
才
)

中
居
二
宮
運
穂
(
八
三
才
)

横
山
山
本
惣
市
(
六
八
才
)

名
場
連
高
橋
佐
助
(
七
四
字
)


